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た。建設分野でのチタン使用量としては、最大級の規
模となったが、あえてこれだけものチタンが使用され
たのは、耐用年数100年を期してのことであった。
一方、神社仏閣を中心とする中・小型物件に関して

も、マーケットは着実に成長を遂げている。それと同
時に、新たな製品開発が進展し、多様な製品が送り出
されるようになってきた。その代表例の１つとしてチ
タン瓦の開発が挙げられる。
チタン瓦とは文字通り、チタンを瓦の形状に成形し

たものであるが、鉛や銅などチタン以外のさまざまな
金属材料を瓦型に成形した屋根材はすでに存在してお
り、鉛瓦に関しては17世紀初頭に徳川家康が築いた江
戸城天守閣に使用されたという記録がある。
いずれの場合も金属瓦は、瓦そのものが金属製とい

うわけではなく、木材で施工された下地の上に瓦型に
成形した金属板を配置していくという工法が取られる。
そのため土製瓦と比べて屋根重量が著しく軽量化でき
るほか、土製瓦のような割れや落下の危険を回避でき
るなどのメリットがある。
だが、チタンの場合は硬くてスプリングバックが強

いため、瓦状の加工品を量産することが不可能であっ
たが、加工しやすいチタン材の開発やプレス技術の研
究により、チタン瓦の量産化が実現した。
他の金属瓦に比べてチタン瓦は耐久性が群を抜き、

有害物質を生成しないなどの優位性をもつのみならず、

アルミナブラスト加工によりいぶし瓦さながらの質感
が得られる。さらにはブラスト仕上の光沢度をコント
ロールすることで異なる光沢のチタン瓦を製造し、そ
れを屋根面にランダムに配置することで、まさに土製
のいぶし瓦に迫る意匠性が再現される。
チタン瓦はまず本瓦タイプで実用化され、2007年６

月竣工の浅草寺宝蔵門への適用がその第１号となった。
またその評価が高かったことから浅草寺では引き続き
本堂屋根にもチタン本瓦を採用、2010年12月に落慶と
なった。なお、浅草寺本堂では、土製瓦からチタン瓦
に変更することによって、屋根重量を約930トンから
約180トンへと低減されている。

チタン本瓦（浅草寺宝蔵門） チタン平瓦（空也寺）

羽田空港D滑走路。建設分野ではチタン適用の最大規模となった工事風景

昭和館。壁面への適用例

ホテル・マルケス・デ・リスカル JR函館駅。壁面への適用例
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また、本瓦タイプに続き平瓦タイプのチタン瓦も開
発された。こちらも加工性のよいチタン材とプレス技
術の開発により６枚一体成形を実現し、他の金属製平
瓦と同等の施工性を確保している。
チタン瓦の誕生以前の段階では、日本建築における

チタンは、銅に代わる高級金属屋根材、あるいは良質
の植物性屋根材の確保が難しくなる中でのポスト檜皮、
ポストコケラに相当する屋根材という色彩が濃かった
が、チタン瓦の誕生によって適用範囲が拡大され、屋
根材としてより一般性を帯びてきた。とくにチタン平
瓦の実用化は、一般住宅へのチタン屋根の普及を拡大
するものと期待される。また、本瓦葺においては山瓦

を土製瓦で、雨の受け皿となる谷瓦をチタン瓦で施工
するというハイブリッド工法により、土瓦の真正性と
チタンによる耐久性を併有させる事例も生まれている。
さらに、適用範囲の拡大という点では、鬼飾り、雨

樋、谷樋、水切りなど、屋根に付帯する役物へのチタ
ン適用も進んでおり、意匠性の向上や建物本体の耐久
性向上に貢献している。
初期の技術的問題点からも解放されたチタン建材は、

銅製谷樋の孔食とチタン谷樋の適用例

宮地獄神社。発色によるゴールドチタンの適用例
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2000年代に入って以降、このようにマーケットにおい
ても成長基調を確立し、ニーズの裾野を拡大する方向
に向かっている。今一度そのポジショニングを確認す
ると、「意匠性と耐久性を兼ね備えた高級金属建材」と
位置づけることができ、従来の素材では満たされなか
ったニーズをチタンが満たすという方向で、技術開発、
市場開発の双方が展開されている。
その最近の例としては、イオンプレーティング法に
よるゴールドチタンが挙げられる。前述の通り、チタ
ンには塗装によらずとも、陽極酸化法により多彩な発
色が得られるという特質があり、この方法によりゴー
ルド色のカラーチタンがすでに商品化されているが、
この新技術は、本物の金さながらの輝きをもつ窒化チ
タンをイオン化して帯電させ、電気的な吸引力を負荷
することで、チタン表面に強固なゴールド色のコーテ
ィングを施すというものである。
イオンプレーティング法により窒化チタンのゴール

ドコーティングを施すという技術は、すでに他の金属
やセラミック等に対して実用化されているが、異種の
素地との結合に比べ、チタン素地と窒化チタンとの結
合は強固であり、曲げ加工や絞り加工に対してもすぐ
れた耐性が得られる。
一般にゴールド仕上の内外装材としては、銅の下地

に金箔貼りを施したものなどが用いられているが、そ
れらは接着層の劣化が不可避であり、その都度メンテ
ナンスや再施工を要している。イオンプレーティング
法によるゴールドチタンはこのような負担を回避でき、
なおかつ曲面加工にも耐え得ることから、神社仏閣の
内外装や宝珠、海外ではモスクのドームの外装など、
意匠性・荘厳性を要求される部材への展開が期待され

ている。

文化財へのチタン適用の可能性

チタン建材の黎明から現在までをたどっていく中で、
やはり特筆すべきは、その技術的な進化においても、
マーケットの展開においても、神社仏閣、中でもとり
わけ寺院建築が欠くべからざる存在だったということ

である。
一見奇異に感じられるかもしれないが、わが国の建

築史を概観するに、古くは６世紀、寺院建築技術の渡
来により、建物の躯体が掘立て式から礎石式へ、屋根
が板葺・草葺から瓦葺へと進化する道が開かれて以来、
寺院建築はつねに時代の先端素材、先端技術を採り入
れることで進化を遂げ、またその技術や素材が一般の

下地処理とイオンプレーティングの組み合わせによる多彩な質感

また、イオンプレーティング前に研磨等の下地処理
を施すことにより多彩な質感が得られることから、近
代建築においても新たな意匠の可能性を提示している。

建築のモデルとなって、日本の建築全般の質を高めて
きたという伝統がある。従って、その現代版がチタン

イオンプレーティング法によるゴールドチタン、寺院内壁への適用例	 イオンプレーティング法と陽極酸化法を表裏に併用したチタンの発色例
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安全・安心な社会への貢献

本稿を締めるに当たって、今後のチタン建材の可能
性について言及すると、チタン建材はこれからの社会
の新しい価値観に適合し得る建材であるという点を力
説したい。
その比類なき耐久性から、既存の建材からの代替を

進めることで資源の消費やメンテナンスに要するエネ
ルギーを抑制できる。また、有害物質を排出しないた
め通常の使用時においても環境負荷を食い止められる。
前項で述べた文化財への適用が可能となった暁には、
文化の継承や財政にも貢献できる。
とくに屋根材として、従来素材よりも軽量なチタン

を使用することで建物の重心を下げることができるた
め、万一揺れを受けた際にも建物の安定性に寄与する
可能性が高いということが期待できる。
現在のわが国は、東日本大震災という未曾有の大災

害の渦中にあり、被災された方々には心よりお見舞い
を申し上げますとともに、被災地の１日でも早い復旧
を祈念しておりますが、防災面でもチタン建材が多少
なりとも貢献できることを、関係者の１人として願っ
てやまない。

題は全国各地の文化財指定物件にも及んでいるという
現状がある。
すなわち文化財指定物件の屋根改修においても、檜

皮、コケラ等の入手に難渋し、なおかつ改修周期も短
期化し費用もかさむということから、この先、建物自
体の維持管理に見通しが立たないという問題が立ちは
だかっているのである。

の伝統であると言えよう。
数々のすぐれた特性を有するチタンは、価値あるも

のを末長く継承するため、時代の最先端の技術・素材
を使用するという、日本建築のまた新たな伝統を築く
に足る素材であると確信している。

仮にもし、こういった文化財指定物件にチタンの適
用が可能であるなら、材料の入手難から解放されるの
みならず、改修の頻度も大幅に低減できる。また、毎
年の指定により文化財件数は増加をたどり、その補修
には税金が投入されていることを考えると、財政支出
の抑制という意味でも益をもたらす。
ところが現在のところ、文化財へのチタンの適用に

はまだまだ高いハードルがある。修復にあたっては建
築当初の素材の使用が原則とされるためであるが、「伝
統」というもののありようを考えるに、既存の技術や
工法、素材の上に新しく開発された技術や工法、素材
を採り入れながら継承発展してきた道程もまた、一つ

的屋根材の入手難や耐用年数の短期化があるが、それ
は同時に維持管理コストの高騰も意味し、これらの問

であるという解釈も十分に成り立ち得る。
神社仏閣においてチタン建材が使用される契機とな

った１つの要因としては、檜皮、コケラといった伝統




